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＊地域の皆さんのご協力で、39,152,６４２円の収入がありました。    
  各事業所毎の給料は次の通りです。    

流動資産   
   
固定資産   
 基本財産  
 その他の固定資産   
   
   
   
   
   
   
   
資産の部合計

   

176,983,401

723,404,538
631,309,727
92,094,811

900,387,939

 

資　産　の　部

勘　定　科　目 決　　算　　額 勘　定　科　目 決　　算　　額

生活介護

生活介護　年2回

就労継続Ｂ型

生活介護　年2回

就労継続Ｂ型

生活介護

就労継続Ｂ型

 
事   業   所   名 28年度平均工賃（一人あたりの月額）事  業  種  別

流動負債   
   
固定負債   
   
負債の部合計 

基本金   
国庫補助金等特別積立金   
その他の積立金    
次期繰越活動増減差額   
うち当期活動増減差額    
純資産の部合計   
負債及び純資産の部合計 

4,724,801

10,433,130

15,157,931

1,000,000
190,309,036
40,200,000
653,720,972
120,478,182
885,230,008

負　債　の　部

純　資　産　の　部

サンワーク六郷

就労支援会計

サンあんぐる   

もくもく道場   

サンワーク大曲   

ウッディいのおか   

39,152,642
365,863,446
46,178,310
920,000
5,487

8,045,017
460,164,902
236,075,116
64,410,209
53,059,648
31,648,390
385,193,363
74,971,539
4,955,520
4,955,520
30,333,663
30,333,663

△ 25,378,143
2,546
2,546

2,461,074
2,461,074

△ 2,458,528

47,134,868

125,123,732
172,258,600

就労支援事業収入   
障害福祉サービス等事業収入   
その他の事業収入   
運営費収入   
受取利息配当金収入   
その他の収入   
  
人件費支出   
事業費支出   
事務費支出   
就労支援事業支出   
   
   
施設設備等補助金収入   
  
固定資産取得支出   

   
積立資産取崩収入   
   
積立資産支出   
   
   

39,152,642
365,863,446
46,178,310
920,000

827,000
452,941,398
238,533,644
64,410,209
53,059,648
31,648,390
30,403,974

△ 11,802,024

406,253,841
46,687,557

5,487
7,218,017
7,223,504

0
7,223,504
53,911,061
4,955,520

4,955,520
221,199,380
221,199,380

△ 216,243,860
△ 162,332,799

△ 162,332,799
816,053,771
653,720,972

653,720,972

就労支援事業収益
障害福祉サービス等事業収益
その他の事業収益
運営費収益
経常経費寄附金収益
その他の収益

人件費 
事業費
事務費
就労支援事業費用
減価償却費
国庫補助金等特別積立金取崩額
徴収不能額

受取利息配当金収益
その他のサービス活動外収益

支払利息

施設設備等補助金収益 
過年度分収益

固定資産売却損・処分損

5,529円

1,296円

6,581円

4,750円

23,802円

3,350円

10,385円

■わたしたち、これだけ働きました！！

収入

支出

当期収支差額 就労支援事業

就 労 支 援
事 業 支 出

就労支援事業

就労支援事業
利用者給料

39,152,642 

 31,648,390 

10,273,044

7,504,252 

 

900,387,939

サービス活動収益計（1）

サービス活動費用計（2）
サービス活動増減差額（3）＝（1）-（2）

サービス活動外収益計（4）

サービス活動外費用計（5）
サービス活動外増減差額（6）＝（4）-（5）

経常増減差額（7）＝（3）+（6）

特別収益計（8）

特別費用計（9）
特別増減差額（10）＝（8）-（9）

税引前当期活動増減差額（11）＝（7）+（10）
法人税、住民税及び事業税（12）

法人税等調整額（13）
当期活動増減差額（14）＝（11）-（12）-（13）

前期繰越活動増減差額（15）
当期末繰越活動増減差額（16）＝（14）+（15）

基本金取崩額（17）
その他の積立金取崩額（18）
その他の積立金積立額（19）

次期繰越活動増減差額（20）＝（16）+（17）+（18）-（19）

事業活動収入計（1）

事業活動支出計（2）
事業活動資金収支差額（3）＝（1）-（2）

施設整備等収入計（4）

施設整備等支出計（5）
施設整備等資金収支差額（6）＝（4）-（5）

その他の活動収入計（7）

その他の活動支出計（8）
その他の活動資金収支差額（9）＝（7）-（8）

予備費支出（10）
当期資金収支差額合計（11）＝（3）+（6）+（9）-（10）

   
前期末支払資金残高（12）

当期末支払資金残高（11）+（12）

■貸 借 対 照 表（平成29年3月31日現在） 単位：円単位：円

■資金収支計算書
　（自）平成28年4月1日（至）平成29年3月31日 単位：円

■事業活動計算書
　（自）平成28年4月1日（至）平成29年3月31日 単位：円

平成28年度 決 算 報 告

単位：円



　

６
月
29
日
（
木
）
大
仙
市
大
曲

交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
大
仙
市
、

美
郷
町
地
区
の
障
害
者
雇
用
に

携
わ
る
関
係
機
関
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
連
絡
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
曲
の
指
導

官
を
は
じ
め
、
当
該
地
区
で
障
害

者
雇
用
を
実
施
さ
れ
て
い
る
事

業
所
様
や
職
場
実
習
を
お
引
き

受
け
い
た
だ
い
た
事
業
所
様
、
就

労
系
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、

相
談
支
援
事
業
所
、
行
政
担
当

者
、
特
別
支
援
学
校
と
、
そ
れ
ぞ

れ
個
々
の
連
携
は
あ
る
も
の
の
、

関
係
者
が
一
堂
に
介
し
て
情
報

交
換
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
有

意
義
な
連
絡
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
10
社
の
事
業
所
様

か
ら
参
加
を
い
た
だ
き
、
実
習
や

雇
用
を
通
し
て
み
え
て
き
た
課

題
や
、
成
功
例
、
支
援
者
に
求
め

た
い
こ
と
等
幅
広
く
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
仙
市
で
イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス

栽
培
を
事
業
と
し
て
い
る
有
限

会
社
ア
グ
リ
フ
ラ
イ
ト
大
曲
の

大
槻
代
表
は
、「
障
害
の
あ
る
方

を
実
習
生
と
し
て
引
き
受
け
し

て
み
て
、
十
分
に
戦
力
と
し
て
働

け
る
こ
と
が
わ
か
り
、
今
後
雇
用

の
予
定
が
あ
る
。
冬
期
の
作
業
も

確
保
で
き
る
の
で
、
秋
田
県
の
人

口
減
少
問
題
、
労
働
人
口
の
減
少

と
い
う
点
で
も
障
害
者
雇
用
に

つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
担
当
官
か

ら
は
「
精
神
障
害
、
発
達
障
害
の

方
た
ち
の
就
職
が
増
え
て
き
て

い
る
が
、
短
期
で
離
職
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
職
場
に
定
着
し
て
働

き
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
。」
と
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

企
業
へ
送
り
出
す
支
援
機
関

が
、
働
き
続
け
る
こ
と
を
意
識
し

た
支
援
を
就
職
後
も
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
の
重
要

性
や
、
個
別
の
支
援
だ
け
で
は
困

難
な
ケ
ー
ス
も
関
係
機
関
が
連

携
を
図
る
こ
と
で
上
手
く
い
く

ケ
ー
ス
も
多
く
、
本
日
の
連
絡
会

を
契
機
に
企
業
と
福
祉
が
情
報

を
出
し
合
い
な
が
ら
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
働
き
方
を
支
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
共
有
で

き
ま
し
た
。
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秋田県南障害者就業・生活支援センター

　■秋田県南障害者就業・生活支援センター
　　　大仙市大曲戸巻町２－６８
　　　☎０１８７－８８－８７１３
　　　　※企業の方からのご相談も対応いたします

障害のある方の就労についてご相談承ります

　「地域活動支援センターさんあん
ぐる」は美郷町にお住いの障がい
のある方に、創作的活動や余暇支
援の場を提供し社会との交流を促
進する事業です。
　当事者さん同志やスタッフとの
ミーティング、茶話会の実施、ま
た月 2回程度、参加費 300 円でお
菓子作りや料理教室もおこなって
います。
　利用等に関する問い合わせは☎
0187-84-1208　深瀬までお願い
します。
　お気軽にご相談ください。

地域活動支援センター
さんあんぐる

平成29年度

大仙・美郷地区障害者就労支援関係者連絡会を開催



施 設 か ら の お 知 ら せ

　じゃがいもの花が７月初めに満開を迎え８月待ちに待った収
穫時期となりました。従業員の皆さん総出で収穫が始まりまし
た。今年のじゃがいもは昨年より収穫量が多く見込まれます。
皆さん一生懸命収穫しています。各事業所での町内販売や注文
を承っております。是非ご購入お願いします。

　９月２日に行われるテント祭りで「そば処木こりん」より新
メニューが販売されます。今回の新メニューは、女性からの大
人気も間違いなしの「サラダそば」です。
野菜の水分で味が薄まらないように、そばつゆはざるそばにも
使用されている濃いめのそばつゆを使用しています。付け合わ
せの梅だれをかけると、さっぱりとした味わいになります。

　10月７日（土）生活介護事業所サンワーク
大曲にてテント祭りを行います。旬な野菜や
惣菜等販売致します。利用者が販売致します
のでどうかお越しください。

◆じゃがいも収穫

◆新メニューの告知

◆今年もやりますサンワーク大曲テント祭り
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６
月
24
日
、
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た
、
ヤ
ー

ト
セ
秋
田
祭
（
前
祭
）
に
今
年
も
、
よ
さ
こ
い

ク
ラ
ブ
燦
々
倶
楽
舞
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
気
に
恵
ま
れ
（
２
年
ほ
ど
雨
続
き

で
し
た
）
力
い
っ
ぱ
い
踊
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
演
舞
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

や
は
り
大
勢
で
演
舞
す
る
総
踊
り
は
圧
巻
で

す
。

　

よ
さ
こ
い
最
高
―
、
ヤ
ー
ト
セ
最
高
―

グループホームあけぼの

サンワーク大曲

★サンワーク大曲
　大仙市大曲戸巻町２－６８
　電話：０１８７－７３－５６７０
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役員・職員人事

事　務　局　だ　よ　り

【役員人事】
◆理事・監事の改選（平成29年6 月6日付）
　任期：平成29年6月6日～平成31年6月開
            催 予定の定時評議員会終結の時
　理事長　　　　石川　悦郎
　業務執行理事　宮田　美紀
　業務執行理事　池田　茂碁
　理　事　　　　山下　昭夫
　理　事　　　　斎藤章次郎
　理　事　　　　畑山　照子
　監　事　　　　照井　冨士男
　監　事　　　　藤岡　敏典

◆役員の辞任（平成29年8月31日付）
　業務執行理事　池田　茂碁

【職員人事】
◆職員の退職
　藤井絵里子（平成29年7月31日付）サンワーク六郷
　山本　学之（平成29年８月31日付）

秋田県南障害者就業・生活支援センター
◆職員の採用
　高橋　孝志（平成29年8月1日付）サンワーク六郷
　佐々木ゆかり（平成29年9月1日付）サンワーク大曲
　大和　由佳（平成29年9月1日付）サンワーク六郷

◆役付職員の異動（平成29年9月1日付）
   本間　啓之　　サンワーク六郷管理者
      兼務　サンワーク六郷サービス管理責任者
　深瀬　朋史　　サンあんぐる管理者
　佐々木みどり　サンあんぐるサービス管理責任者

【運営協議会委員】
　任期：平成29年8月31日から平成31年7月31日まで
　西村　政弘　　美郷町六郷
　黒川　奥子　　美郷町六郷
　高橋　和恵　　横手支援学校
　佐野　厚子　　横手市大森
　伊藤　郁美　　大仙市内小友
　有坂美知子　　大仙市戸巻町

お し ら せ

　８月７日（月）第１回運営協議会が開催されました。この協議会は法人
の経営並びに障害福祉サービス事業の適正な運営を図るために、地域の利
用者、関係者からサービスの動向や意見等を募り、当法人の事業推進や活
動の充実を図ることを目的に年に２回開催いたします。初回は、法人事業
の説明と事業所を見学していただき活動の様子を見ていただきました。

　７月６日～７月９日に仙台
メディアテークで開催され
た。第３回東北障がい者芸術
公募展にて、サンあんぐる利
用者藤田真誠さんの作品が入
選・展示されました。
　７月７日・８日と生活介護

事業所サンあんぐるの一泊旅行で宮城県へ訪れていたので、利
用者みんなで作品見学をしました。次回作にこうご期待！！

◆第１回運営協議会

◆第３回東北障がい者芸術公募展入選！

◆研修で学んだこと
　研修では、「全員でひ
とつの目標へ向かうこ
と、変化に対応できる
力を身につけること」
を 学 ん だ。 進 む 道 は
違っていても、全員で
頂上という目標に向か
うことに変わりはなく、また、道中では天気の変化や足場
の悪い山道にも瞬時の判断で対応していかなければならな
い。そして、ひとつのことに注意を向けるのではなく、複
数のことを多面的に見ながら事前に準備を整えることが大
切だと感じた。

◆研修の評価と感想
　登山は今回が初体験で、服装や天候、山の状況など何も
わからず登る前は不安がありました。しかし、登っていく
と多くの自然が広がっていたり、研修生同士で足場の悪い
ところで声をかけて周知したり、疲れの具合やペース配分
を考えながら頂上まで登ることができました。社会人とし
て周りに気を配ったり、声をかけて状況を確認することが、
少しずつではあったができたと感じました。
　今後の課題として、新人だからといって遠慮せずに、今
回の研修のように自然に意見を述べたり、声をかけたいと
思いました。

◆今後職務に生かせる点
　複数のことに目を向けながら、様々な観点で対応策や解
決策見つけ、より良い仕事や支援を行っていきたい。

新任職員
研  修

山に向かって見えてくる自分の目標

　８月19日から20日の日程で慈泉会新任
職員研修のため青森八甲田へ。支援とは
何か？登山を通して考えてきました。

萬 谷  真 吾




